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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

取組目標 成果目標 
自己評

価 

関係者

評価 

意見 

ア ＜授 業＞  個別最適な学びと協働的な学びを実現する学校 

生徒が夢中になれ

る学校生活づくり 

時期毎、取り組

むべきことを明

確化・焦点化し

ている。 

Ａ Ａ 

 生徒の学校生活に対する不満の真意を精査

し、決して学校が委縮することがないようにと

思う。 

 生徒一人一人が学校生活の中で目標をもっ

て取り組めている様子が分かり良かった。 

 短期的な目標を定め、明確化、焦点化するこ

とにより、生徒のやる気、意欲が向上、持続で

きると考える。 

 生徒の「充実している」の回答が多いことは

すばらしい。 

 コミュニケーションが苦手な生徒が多く、コ

ミュニケーショントラブルが多いのではない

か。トラブルが起きた際に、教員がアドバイス

し解決するのではなく、生徒同士で解決できる

と、大きな学びになるのではないか。 

個別最適な学びの

充実 

学びのプロセス

と個々の成長を

想定した支援目

標及び個別の指

導計画に基づい

た指導ができて

いる。 

Ａ Ａ 

 定員増に伴う教員の負担感を拾い上げられ

るようなシステム(県全体の話)が必要だと思

う。 

 一人一人の生徒の特性を生かした日々の指

導、生徒指導が大事だと考える。 

 社会人、職業人としての意識(挨拶、返事、

人と目を合わせる、姿勢など)、規律が理解で

きてきている。ただ、教員先導ではなくもっと

生徒主体になると良い。 

協働的な学びの充

実 

集団で取り組む

良さを生かした

授業づくりを実

践している。 Ａ Ａ 

 定員増で大きな集団になることで良い面と

さらにマイナス面も相乗効果として現れると

思う。マイナス面に臆することなく前向きに捉

えていってほしい。 

 共生、協調、協働と一人一人のつながり、認

め合うことの大切さ、様々な考えがあることを

実感することが大事だと考える。 

自立活動の充実 

教育支援計画を

基にアセスメン

トを行い的確な

指 導 目 標 を 導

き、教育活動全

体を通じた指導

の中で効果的な

学習ができる。 

Ａ Ａ 

 一人一人にかける時間が少しでも生み出せ

るような実際の余裕と精神的な余裕をもてる

ように、外部としてもできる限りの協力を惜し

まない。 

 学習、授業を含め、学校生活全般にわたり、

生徒一人一人の自立を目指した先生方の熱心

な取り組みに敬服する。 

  



様式第５号 

 

作業学習の充実 

達成したい目

標とは何かを

明確にした授

業づくりをし

ている。 

授業や単元ご

とに個々の学

びを共有でき

ている。 

Ａ Ａ 

 生徒の実態の幅が広がっている中で、どの子

にも対応できるように作業内容を考えられて

いるようで良かった。 

 生徒一人一人の能力、意欲に応じた日頃の先

生方の熱心な取り組みが生きて働く力となっ

ており、目標を明確にした授業づくりが生かさ

れていると考える。 

 作業学習で忍耐力、持続力、継続性、やりき

る力が育っているように思う。生徒自身が目標

を立てることも必要だと思う。また、作業日誌

を書くことで生徒自身が問題点や次への改善

点を明確にすることができている。 

ICT活用の促進 

ICT を活用した

授業づくりを

している。 

Ａ Ａ 

 最近の AIの問題は、この先どのような影響

が出てくるのか、考えないといけない課題であ

る。(社会では AIに相談するケース増) 

 情報通信技術の能力、活用は人をつなぐ技術

としても現実社会、学校教育では欠かすことの

できない学習であると考える。 

 タブレットの使用が少ないように思う。日常

生活で当たり前に使える道具となってほしい。

ICTとの付き合い方、メリット、デメリット(危

険性)の指導もあると良い。 

健康指導、性の指導

の充実 

生徒の実態に

応じた健康に

関する指導が

できている。 

Ａ Ａ 

 健康面については、卒業後に最もベースにな

ると思う。在学中にできること、この先課題に

なることなどをしっかりと次に伝えられるよ

うにすることが大切である。 

 健康、性は生徒の成長、生活の根幹に係る大

事な指導であり、成長する学年を通して系統的

な指導が大切だと考える。 

 思春期講座、家庭科での調理実習等、生きる

上で知っておく基礎知識の授業が行われてい

る。 

道徳指導の充実 

各教科等で道

徳指導の観点

を押さえた指

導を行ってい

る。 

Ａ Ａ 

 「観点の職員間の共有」の必要性が分からな

かった。 

 学校生活全般に渡っての道徳観に立った指

導が実践されていると感じる。一つの大事な教

養につながるものと考える。 

イ ＜安全・安心＞  命と人権を大切にする学校 

命を守る意識と行動

力の向上 

COCOOを活用し

た安否確認に

慣れ、開封率・

回答率 100％を

達成している。 

生徒自身の意

識が高まる働

き掛けや指導

ができている。 

Ａ Ａ 

 安全・安心な学校生活を送るには命を大切に

する学校教育は何より大事だと考える。 



様式第５号 

安全・快適な環境づ

くり 

安全や事故防

止を意識した

教育活動及び

環境設定に取

り組んでいる。 

Ａ Ａ 

 「起きてしまってからでは遅い」と分かって

いてもいろいろなことが起きる。その時々で

しっかりと反省することしかできないと思う。 

 様々な活動、場と機会を捉えて充実と深化を

図ることが求められる。きめ細やかな日頃の指

導に敬服する。 

事故防止の強化 

けがや事故の

予防を心掛け、

実態に応じた

配慮を行って

いる。 

Ａ Ａ 

 

人権を守る意識と行

動力の向上 

学校が生徒の

居場所（安心す

る場）となるよ

う、人権を意識

した言動を心

掛けている。 

いじめアン

ケートを実施

し、アンケート

結果に応じて

対応を 

している。 

Ａ Ａ 

 「人権感覚」「人権意識」については、しっ

かりと意識の統一が必要だと痛切に思う。何度

も繰り返し教職員自身が学び直す必要がある。 

 ＳＮＳ等を使った教員には見えないいじめ

等についての対応は大変だと思う。 

 人権教育の重要性を踏まえ、日頃からの具体

的な実践の積み上げが大事だと考える。いじめ

等は見えない部分もあるので、生徒の細かな表

情や普段と異なる言動等にも心を配り注意し

ていくことが大切だと考える。 

 生徒に向けた人権に関する学習は有意義だ

と思う。(子どもから、人を尊重した発言が聞

かれる。) 

相談体制づくり 

 

校内で生徒が

相談しやすく

なるために面

談の機会を設

定している。 

Ａ Ａ 

 生徒達の「相談する力」をどのように付ける

かという視点も必要だと思う。 

 何でも相談できる雰囲気づくりも必要。 

 面談の機会の設定も大事であるが、それ以上

に先生方が生徒の気持ちや思い、考えを聞く力

が必要なのでは。意見やアドバイスを与えるよ

り、生徒が自ら考えて、思いを整理したり解決

したりすることができるよう、聞く・受け止め

る力が必要だと思う。 

ウ ＜協 働＞  家庭、地域、関係機関と協働して支援する学校 

発信力の向上 

学校を知って

もらえる伝え

方、発信の仕方

を工夫してい

る。 

Ａ Ａ 

 ホームページ、Instagram等が城北分校を

知ってもらうきっかけになっていると思う。 

進路指導の充実 

生徒の「夢」を

育み、本人・保

護者の｢願い｣

を大切にした

進路指導を

行っている。 

Ａ Ａ 

 生徒自身への教育ももちろんですが、それ以

上に「親」「保護者」への教育が重要だと思う。

学校が言いにくいことは「外部を使う」ことも

有効な方法だと思う。 

 生徒や保護者の願いに寄り沿った温かい指

導がなされていると思う。生徒の夢や希望が叶

えられるよう進路指導が充実しているように

思う。 

 教員は達成感が高いが、保護者の１割は進路

指導に関して不満をもっていてズレを感じる。
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原因を考え、ズレを解消できると良い。 

 個々のバックグラウンド、将来的なことまで

を考えた進路指導ができると良い。 

センター的機能の充

実 

高等学校の

ニーズに対応

するため、教育

相談、研修支援

等への依頼に

応じている。 

Ａ Ａ 

  

エ ＜チーム＞  教職員が夢を持って学校づくりに参画し働きがいを感じる学校 

コミュニケーション

力の向上 

働きやすい

チームとなる

よう、相手の立

場に立った伝

え方、受け止め

方を心掛けて

いる。 

Ａ Ａ 

 束になって立ち向かわないといけないこと

がますます増えていると思う。人と関わる以上

は、自分自身が変わることが前提。教員同士が

コミュニケ―ションが取れなければ、生徒に向

き合えないですね。 

 何でも話し合える場(自由)が常にあるよう

で良い。特に生徒のことをなるべく全体で話し

合えると良い。 

 大切で、ためになることを、楽しくやるとい

う３Ｔ論が必要。先生方は学校がより良い働き

甲斐のある学校を目指していらっしゃること

に敬服している。 

 教員間の共通理解不足を感じることがあっ

た。 

働き方改革の推進 

週に複数回、空

き時間を確保

している。 

Ａ Ａ 

 「学校」の余裕が何より。少しでもゆとりが

もてるように学校運営協議会としてできるこ

とがあれば言ってほしい。 

 多様で柔軟な働き方を自分で選択できるこ

とは、生徒への指導にも生かされ、より良い将

来の展望がもてるようになると考える。 

時間外勤務 45

Ｈ/月以上が連

続する職員は

いない。 

Ａ Ａ 

前年度に比べ、改善が感じられる。 

倫理観の向上 不祥事０件 Ａ Ａ 

  


